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OKI対外接続システム導入事例

株式会社みんなの銀行 様
日本初のデジタルバンクを支える
外部決済インフラとの接続を
「OKI対外接続システム」と「SDBC」により実現

導入ソリューション

ふくおかフィナンシャルグループが設立した国内初のデジタルバンク※1、株式会社みんなの銀行（以下、みんなの銀行）。これまでの銀行のイメージ
を覆す先進的なサービス提供を目指す同行では、Google Cloud上に構築した勘定系システムと、全銀システム※2をはじめとする外部の決済インフ
ラとの接続に、「OKI対外接続システム」と「スマートデバイスビジネスコネクター（以下、SDBC）」を組み合わせたOKIのゲートウェイシステムを採用。
一般開業（サービス提供開始）まで約2年という限られた期間で、お客様へのスマートフォンアプリを通じた高付加価値サービス提供を実現しました。
※1 デジタルバンク：金融デジタル技術（フィンテック）により、365日24時間、企業システムやモバイルアプリなどで振込や送金などの銀行業務を提供する事業者。
※2 全銀システム：全国銀行データ通信システムの略。全国銀行資金決済ネットワークが運営する、銀行間の内国為替取引をオンライン・リアルタイムで中継するとともに、取引に伴う資金決済を行
うための銀行間ネットワークシステム。

「OKI対外接続システム」は、自社内での単独サービスだけでなく他社提供のサー
ビスとも連携してサービスを提供することで、幅広い商品の売買の実現を可能に
する、金融機関向けのシステムです。今回、インターネットバンキングサービスや
顧客情報システムなど他の既存システムとのAPI接続を可能にする「SDBC」とを
組み合わせたゲートウェイシステムとして採用いただきました。

課題 成果
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一般開業まで約2年という限られた期間で安定・高品質
なシステム連携の実現が求められた

全銀システム、CAFIS®、統合ATMの3つの外部接続先の
仕様に応じた高度な連携開発が必要

みんなの銀行のシステム開発・保守を担う、ふくおかフィ
ナンシャルグループのシステム開発子会社であるゼロバン
ク・デザインファクトリー社が、Google Cloud上に構築す
る勘定系システムと外部との連携をOKIが担う

OKI対外接続システムとSDBCにより、開発工数と
期間を削減しながら高信頼な外部接続を実現
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課題・背景

日本初、スマートフォンで完結する
デジタルバンクの創設にあたり
勘定系システムをパブリッククラウドに構築
みんなの銀行は、口座開設からATM入出金、振込などすべてのサービスを

スマートフォン上で完結できる、デジタルネイティブ世代に支持される銀行

サービスの実現を目指して2019年8月に設立され、2021年5月に一般開業

しました。勘定系システムはパブリッククラウドであるGoogle Cloud上に構

築され、API※3を活用した、先進的な次世代バンキングシステムを構築して

います。

その実現において課題となったのが、銀行業務サービスを行う上で必須と

なる対外接続インターフェースの安全かつ早期の構築です。銀行サービス

を提供するためには、自行の勘定系システムと、金融機関相互の国内為替

取引をオンライン処理する「全銀システム」、クレジットカードを中心とした

共 同 利 用 型 の オンライン シス テム「CAFIS」（Credit And Finance 

Information Switching system）、および提携先金融機関の振込先口座確

認に必要な「統合ATMスイッチングサービス」との接続が欠かせません。

開業まで約2年という短期での立ち上げを目指す同行には、限られた期間

で安定・高品質なシステム連携を実現することが求められました。

導入のポイント

豊富な金融機関における実績、機能性に加えて
API連携への対応経験を高く評価
これを解決したのが、「OKI対外接続システム」と「SDBC」を組み合わせた

OKIのゲートウェイシステムです。みんなの銀行 デジタルサービスマネジメ

ントグループ　シニアマネージャーの稲倉直也氏は、対外接続システムの

ベンダーにOKIを選定した理由について、次のように話します。「対外接続

は先方の仕様に対する細かな対応が求められ、かつ決済に関与するためミ

スが許されません。OKIの対外接続システムは金融機関で多くの実績とノウ

ハウがあり、加えて当行の特長であるAPI連携についてもネット銀行での支

援実績が豊富。実現のためのパートナーとして最適との判断で、OKIを選定

しました」。

こうして2019年4月、みんなの銀行のシステム開発・保守を担う、ふくおか

フィナンシャルグループのシステム開発子会社であるゼロバンク・デザイン

ファクトリー株式会社（以下、ZDF）とアクセンチュア株式会社がGoogle 

Cloud上に勘定系システムを構築し、その対外接続部分をOKIが担うという

布陣でのプロジェクトがスタートしました。

株式会社みんなの銀行
デジタルサービスマネジメントグループ
シニアマネージャー

稲倉 直也氏

※3 API（Application Programming Interface）：
他社など第三者が開発したソフトウェアなどを共有す
るインターフェース。



接続先各センター側の仕様対応を
OKIがすべて吸収
複雑な接続試験も遅滞なくクリア
今回採用された「OKI対外接続システム」は、従来型のプロトコル変換ゲート

ウェイ機能に加えて制御機能や電文変換機能、さらに監視や運営機能、業務

支援の機能も備えた高機能型接続システムです。全銀システムをはじめとし

た決済インフラとの連携を容易に実現できることに加えて、永続的なサービ

ス提供と、運営のための行内業務負荷を軽減する効果をもたらします。また、

「SDBC」は既存システムとスマートフォン、SNSアプリ間をREST/JSON形式※4

のAPIなどを用いて中継。金融機関と外部事業者間の安全なデータ連携を可

能にする「SDBC for オープンAPI」ソリューションとして、お客様へのスマート

フォンアプリを通じた高付加価値サービス提供を安全・短期間で実現します。

みんなの銀行　システムデザイングループ　シニアマネージャーの小田隆

之氏は、構築プロセスにおけるOKIの役割と対応について、次のように話しま

す。「外部接続システムの開発において、OKIには外部接続に求められる各セ

ンター側の細かな仕様対応を吸収いただき、勘定システム側の開発を行う

ZDF、アクセンチュアとも緊密に連携していただきました。中でも、各種の接

続試験フェーズは工数、スケジュールともにかなりハードでした。その間は朝

と夕に1日2回、進捗と課題を共有することで、遅滞なく進めることができまし

た」。

本プロジェクトでインフラ構築を担当したZDF　Engineering Division　シニ

アマネージャーの米倉誠氏も「途中、統合ATMスイッチングサービスとの伝

送制御試験において電文の仕様における問題が発覚し、原因の究明に非常

に苦労しました。OKI側で調査、調整いただき、無事にクリアすることができ

ました」と語ります。

OKI対外接続システム導入事例

導入のポイント

株式会社みんなの銀行
システムデザイングループ
シニアマネージャー

小田 隆之氏

ゼロバンク・デザインファクトリー株式会社
Engineering Division
シニアマネージャー

米倉 誠氏

※4 REST API（REpresentational State Transfer API）
/JSON（JavaScript Object Notation）：RESTの原則（分
散システムにおいて複数のソフトウェアを連携させる
のに適した設計原則の集合）に則って構築された、
Webシステムを外部から利用するためのHTTPでの呼
び出しインターフェース。JSONはJavaScriptのオブ
ジェクト記法を用いたデータ交換フォーマットで、API
インターフェースでのデータのやり取りに広く利用さ
れている。
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※CAFISは、株式会社NTTデータの登録商標です。
※記載されている会社名、商品名は一般に各社の商標または登録商標です。
※各導入事例の記載内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。

成果・今後

開発工数と期間短縮に大きく貢献
一般開業後も大きなトラブルなく安定稼働
2021年1月からの本番環境での試験運用を経て、みんなの銀行は予定通り同年

5月28日に一般開業を迎えました。その後も本システムは大きなトラブルもなく、

安定稼働を続けています。

小田氏は本プロジェクトにおけるOKIの貢献を、次のように評価します。「OKI対

外接続システムはゲートウェイとしてのプロトコル変換、制御だけでなく、複雑

なセンター側との電文を当行のシステムに合わせて変換してくれる機能を備え

ており、加えて業務支援機能により勘定系で開発する内国為替関連の行員向け

操作画面点数も7～8割近く削減できるなど、開発工数と期間の削減に大きく貢

献しました。また、開発途中でユーザーおよび行員の利便性を考慮した仕様変

更が何度も発生しましたが、その都度OKI側でうまく吸収いただきました。OKI

スタッフの皆さんは経験豊富で、仕様に明文化されていない金融業界ならでは

の暗黙知に至るまでを熟知して対応いただき、安心してお任せすることができ

ました」。

迅速かつ丁寧な保守対応にも満足
今後も金融DXを推進するOKIとの共創に期待
米倉氏は「構築後の保守においてもOKIには常に迅速に、丁寧に対応いただけ

て満足しています。今後はさらなるメンテナンス性の向上に期待しています」と

語ります。

最後に稲倉氏は、今後の展開とOKIへの期待を次のように結びました。「当行で

は今回構築したシステムをもとに、コンシューマーにご利用いただいている『み

んなの銀行アプリ』の金融機能やサービスをビジネスパートナーの皆さま向け

にAPIを通じてご提供するBaaS（バンキング・アズ・ア・サービス）を推進してい

ます。その中ではさまざまな機能拡張が求められますので、今後もOKIには金融

DXを推進する、さまざまなソリューションやサポートの提供と共創を期待してい

ます」。

みんなの銀行　アプリ画面




